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公益財団法人ルイ・パストゥール医学研究センターは、1986 年、偉大な科学者ルイ･パストゥ

ールの名を冠する研究機関として設立以来、パストゥールが理想として掲げた人類の健康と幸福
に寄与すべく研究活動に邁進している。 
公益財団法人として認可された当研究センターに所属する研究者は、その理念に基づき、社会か
ら寄せられた信頼や期待に応えるべく（公益性）、また科学の健全な発展（研究活動）のために
重大な責務を持つ。 
そこで、当研究センターの研究者としての行動指針を下記により掲げる。 
 

記 
 
１．責任と行動 
研究者は、自ら生み出す知的資産の質を担保するとともに、その結果が人類の健康と福祉、社

会の安定と安寧、地球環境の保全に及ぼす影響についての責任を有する。 
研究者が生み出した成果は、豊かな人類社会の実現に寄与し、次世代へ引き継がれるものであ

る。その意味で、大きな責任と洞察力をもって行動することが求められる。 
 
２．説明と公開 
研究者は、研究の学術的及び社会的意義について、研究計画書、倫理審査申請書その他の文書

により説明責任を果たさなければならない。 
２－２ 研究データ及び関連資料は、研究終了後 10 年間、電子媒体及び紙媒体により適切に保
管し、改ざん及び消失を防止する措置を講じなければならない。 
２－３ 捏造、改ざん及び盗用その他これらに類する不正行為を行ってはならない。 
 
３．記録と保存 
研究者は、研究活動に関する記録を作成し、所属研究室において管理責任者のもと保存しなけ

ればならない。 
 
４．法令や実験倫理の遵守及び研究倫理教育の受講 
研究者は、研究の立案や実施にあたって法令、関係規程及び本研究センターが定める倫理規程

を遵守し、研究費の適正な使用等、社会的・人間的責任を果たす。また、研究等で知り得た個人



情報の守秘義務及び動物実験等の倫理を遵守する。遵守状況は年 1 回以上の教育研修及び内部
監査規程に基づく内部監査により確認する。 
 
5．軍事への寄与に対する研究の禁止 
研究者は、その社会的使命から、教育研究上有意義であって、専ら人類の福祉及び文化の向上

に資する研究を行うものとし、軍事利用を目的とする研究及び軍事転用が主目的と認められる研
究を行ってはならない。 
 
6．利益相反 
研究者は、自らの研究成果と経済的利益との関わりにおいて、十分に留意し、社会の信頼を失

墜させてはならない。 
 

以上 


